
 ４６

第四章  歴史を刻んだ湖北（１）、（２） 

と “かまくら道”（３）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 県指定有形民族文化財 

                 正泉寺の女人成仏血盆経出現図＊１             

                 鎌倉時代 弘長３年（１２６３）に見る 

      手賀沼の画 

 

                                           

     

  

      

 

 

 

 

中野治四郎邸屋敷  

明治２７年；1894         

＊２ 
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   案内図  （１） 湖北・古利根；５．５ｋｍ  （２） 中里・古戸；６ｋｍ 

 

                注 ；中峠城址麓の”日の出通り“まで湖北駅北口から坂東バスの便あり。  

景観スケッチ１３題 

  正泉寺の今桜  
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  岡発戸八幡                   八幡神社裏山の岡発戸斜面林  

 

   

 上根古屋の水神・山の神                     古利根沼    高橋正美絵     

 

  

      立入はばかる順道塚杜                        現中野治房邸 
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中野邸付近の中里道                        中里一里塚 

 

古戸の村風景   高橋正美スケッチ４題 

   

        “ラビリンス” 東鼻坂上の五本路                    古戸稲荷          

  

               五斗蒔の春                     大久保の坂“タイムトンネル”      

               



 

 

50

案内図  （３） “かまくら道“（新木～湖北駅間） ； 約４ｋｍ 

    

 

景観スケッチ １０題  

   田村宅氏神様の御神木  



 

 

51

葺不合神社本殿の壁面木彫 

  

 “天の石屋戸”の木彫； 鶏、庶民、天狗が見守る中で天宇

あ め の

受売

うずめの

命

みこと

が舞っている様を、天照大神が岩戸から

覗いたところを、天 手 力 男

あめの たじからをかみ

が力一杯岩戸を開いた。  （右）神武天皇が従者を引き連れて、山河を越えて

進む東征の木彫。           写真では木彫の陰影が表現出来ぬため輪郭はペンでなぞった絵 

   

香取神社                       “かまくら道“沿いの “ 森の家 ” 

  

香取の井戸                           将門の井戸 



 

 

52

 日秀宮前古墳のあった丘からの風景、 

沼であった頃の「 鵞湖落雁 」を想う                 

  千間堤道からの新木 

 

  新木  田口邸の高生垣 高橋正美絵 
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第

一

節
 

歴

史

景

観

 

 (

１)
 

湖

北

 
 

 
 

 
 

 
 

明

神

前

遺

跡

は

歴

史

時

代

の

土
は

師
じ

器

と

中

近

世

陶

磁

器

の

破

片

散

布

地

で

、

近

接

す

る

天

照

神

社

は

日

本

武

尊

東

征

を

伝

え

る

古

社

で

す

。

中

峠

南

古

墳

群

に

は

、

太

刀

装

具

が

出

土

す

る

こ

と

も

あ

わ

せ

て

、

周

辺

地

域

が

古

代

我

孫

子

の

中

心

的

な

環

境

に

あ

っ

た

の

で

は

と

考

え

る

も

の

で

す

。

 

日

秀

ひ

び

り

西

遺

跡

、

鹿

島

前

遺

跡

を

は

じ

め

、

野

守

、

大

久

保

、

チ

ア

ミ

の

遺

跡

と

い

っ

た

古

墳

時

代

後

半

か

ら

の

古

代

遺

跡

の

地

に

、

官

人

の

居

住

跡

地

が

多

く

集

中

し

て

い

ま

す

。

こ

の

地

域

が

古

墳

時

代

後

半

以

降

に

相

馬

郡

の

中

心

地

「

郡

衙

ぐ

ん

が

」

が

あ

っ

た

こ

と

を

示

す

も

の

で

す

。

天

平

宝

字

六

年

（

7
6
2

）

の

正

倉

院

文

書

に

よ

れ

ば

、

当

時

の

相

馬

郡

は

、

現

在

の

柏

、

野

田

、

取

手

、

守

谷

、

利

根

、

水

海

道

に

跨

る

地

域

で

す

。

 

古

代

に

は

豪

族

に

支

配

さ

れ

る

「

部

」

と

い

う

人

た

ち

が

居

ま

し

た

。

「

久

須

波

良

部

」

は

も

と

も

と

「

藤

原

部

」

で

し

た

が

、

奈

良

東

大

寺

正

倉

院

に

残

る

我

孫

子

周

辺

の

戸

籍

（

正

倉

院

文

書

（

7
2
1

）

に

は

多

く

の

藤

原

部

が

記

付

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

後

に

藤

原

氏

が

政

治

の

中

心

で

活

躍

す

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

は

、

庶

民

の

藤

原

部

は

「

久

須

波

良

部

」

に

改

性

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

こ

と

は

郡

衙

の

東

部

に

当

る

新

木

東

台

遺

跡

、

羽

黒

前

、

西

大

作

の

各

遺

跡

か

ら

人

名

の

入

っ

た

墨

書

土

器

の

出

土

で

明

ら

か

に

な

り

ま

し

た

。

 

郡

衙

東

側

の

手

賀

沼

、

香

取

海

側

に

は

久

須

波

良

部

氏

が

居

住

し

て

居

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

彼

等

の

羽

黒

前

遺

跡

は

奈

良

・

平

安

時

代

、

市

内

で

最

大

規

模

の

集

落

で

、

後

に

館

も

造

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

こ

で

水

上

路

を

監

視

し

て

い

た

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

 

中

峠

城

址

周

辺

に

は

、

戦

国

武

士

達

の

城

下

集

落

で

あ

っ

た

と

伝

え

ら

れ

る

上

根

古

屋

、

下

根

古

屋

の

集

落

が

あ

り

ま

す

。

下

根

古

屋

の

東

外

れ

に

は

順

道

塚

の

森

が

あ

り

ま

す

が

、

中

峠

城

の

落

城

の

悲

話

を

そ

の

森

の

中

に

秘

め

て

い

ま

す

。

 

中

峠

・

古

戸

の

入

り

組

ん

だ

谷

津

か

ら

登

る

坂

道

は

沢

山

あ

り

ま

す

が

、

そ

れ

ぞ

れ

自

然

が

創

る

景

観

を

見

せ

て

く

れ

名

残

多

い

坂

路

で

す

。

林

の

中

の

〝

タ

イ

ム 

ト

ン

ネ

ル

〟

も

あ

り

、

く

ぐ

り

抜

け

る

楽

し

み

は

、

も

う

一

度

登

ろ

う

と

結

局

三

回

も

上

り

下

り

し

て

し

ま

う

様

な

遊

び

の

で

き

る

散

歩

道

で

す

。

 

古

戸

の

〝

は

け

の

道

〟

は

人

通

り

が

少

な

く

、

寂

し

さ

が

あ

り

ま

す

。

五

斗

蒔

の

一

軒

農

家

は

安

心

さ

せ

て

く

れ

る

長

閑

な

風

景

で

す

。

こ

の

よ

う

な

風

景

は

探

し

て

も

中

々

見

つ

か

ら

な

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 

 
 

深

山

治

他

二

の

文

章

（

＊

３

）

に

こ

ん

な

風

景

描

写

が

あ

り

ま

す

。

『

高

台

か

ら

谷

間

に

か

け

て

の

樹

林

の

下

、

侵

食

さ

れ

た

地

層

の

間

か

ら

し

み

湧

き

出

す

地

下

水

に

よ

っ

て

、

谷

間

に

は

水

が

絶

え

ず

流

れ

落

ち

て

く

る

。

そ

の

水

を

稲

代

や

田

に

用

い

た

の

が

谷

津

田

で

あ

り

、

・

・

・

』

 
 

 

 

（

２

）

 

〝

か

ま

く

ら

道

〟 
〝

か

ま

く

ら

道

〟

の

信

憑

性

は

薄

い

よ

う

で

す

が

、

「

利

根

川

・

手

賀

沼

と

湖

北

」

＊

４

に

よ

る

と

、

『

湖

北

手

賀

沼

側

を

這

う

〝

か

ま

く

ら

道

〟

は

、

廉

平

年

間

（

1
0
5
8

～

1
0
6
4

）

八

幡

太

郎

義

家

が

奥

州

征

伐

の

折

通

過

し

た

旧

道

で

あ

る

と

い

わ

れ

ま

す

。

 

そ

し

て

井

戸

に
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近

い

所

、

八

幡

宮

、

諏

訪

、

氷

川

、

熊

野

神

社

、

禅

宗

、

日

蓮

宗

な

ど

の

社

寺

の

近

く

を

通

り

、

隠

密

行

動

の

で

き

る

よ

う

に

工

夫

さ

れ

て

い

る

』

。

 
 

鎌

倉

街

道

は

、

治

承

四

年

（

1
1
8
0

）

源

頼

朝

が

鎌

倉

に

本

拠

を

置

き

中

央

集

権

の

た

め

に

着

手

し

た

街

道

で

す

。

 

国

史

大

辞

典

に

よ

る

と

『

鎌

倉

街

道

は

、

太

平

記

に

記

さ

れ

る

上

ノ

道

（

武

蔵

路

）

、

中

ノ

道

、

下

ノ

道

が

あ

る

。

下

ノ

道

は

下

総

、

上

総

に

通

じ

る

』

と

あ

り

ま

す

。

鎌

倉

街

道

の

名

称

は

江

戸

時

代

に

「

鎌

倉

街

道

」

、

「

鎌

倉

海

道

」

と

呼

ば

れ

ま

し

た

が

、

そ

れ

以

前

は

「

吾

妻

鏡

」

な

ど

の

言

う

「

鎌

倉

往

還

」

が

古

く

正

し

い

呼

び

名

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

鎌

倉

街

道

は

元

弘

三

年

（

1
3
3
3

）

義

貞

鎌

倉

攻

め

の

援

軍

と

し

て

千

葉

貞

胤

軍

が

南

下

し

た

進

路

で

、

鎌

倉

幕

府

開

設

以

来

、

地

頭

が

献

納

そ

の

他

で

鎌

倉

を

往

復

す

る

た

め

に

も

使

わ

れ

ま

し

た

。

室

町

時

代

に

入

る

と

将

軍

の

統

率

力

は

衰

退

し

、

駅

制

は

事

実

上

消

滅

し

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

各

地

の

豪

族

は

思

う

が

ま

ま

関

所

を

設

け

て

関

銭

を

徴

収

す

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

が

、

戦

国

時

代

応

仁

の

乱

後

、

官

道

は

退

廃

し

ま

し

た

。

 

 

第

二

節

 

名

所

解

説 

 

（

１

）

 

湖

北

･

古

利

根 

①

 

中

峠

南

古

墳

群

 
 

円

墳

１

０

基

、

勾

玉

、

ガ

ラ

ス

小

玉

、

直

刀

が

出

土

し

た

ほ

か

、

周

辺

か

ら

須

恵

器

、

土

師

器

も

出

土

し

て

い

ま

す

。

１

号

墳

か

ら

は

古

墳

時

代

後

期

の

土

器

と

金

銅

製

の

太

刀

装

具

も

出

土

し

て

い

ま

す

。

 

古

社

・

天

照

神

社

と

の

関

連

性

が

深

い

と

見

ら

れ

ま

す

。

 
 

②

 

明

神

前

遺

跡

 

と 

天

照

神

社

 
 

 
 

 
 

 
 

明

神

前

遺

跡

は

歴

史

時

代

の

土

師

器

、

中

近

世

の

陶

磁

器

を

出

土

し

ま

す

。

天

照

神

社

は

日

本

武

尊

東

征

遺

跡

を

伝

え

る

古

社

で

中

相

馬

七

ケ

村

の

総

鎮

守

で

も

あ

り

ま

す

。

 

そ

の

様

な

事

か

ら

こ

の

地

は

古

来

祭

祀

の

場

所

で

あ

っ

た

と

推

察

さ

れ

ま

す

。

 

境

内

に

あ

る

椎

（

ス

タ

ジ

イ

）

、

銀

杏

は

市

指

定

の

保

全

樹

木

で

す

。

 

 

③

 

正

泉

寺

（

本

章

表

紙

絵

参

照

）

 

 
 

正

泉

寺

は

、

鎌

倉

時

代

、

弘

長

三

年

（

1
2
6
3

）

開

基

の

寺

で

、

血

盆

経

発

祥

の

地

と

さ

れ

ま

す

。

血

盆

経

は

出

産

・

月

経

な

ど

を

経

験

す

る

女

性

は

死

後

成

仏

で

き

な

い

で

血

の

池

地

獄

で

苦

し

む

が

、

血

盆

経

は

女

性

を

救

済

で

き

る

と

説

き

ま

し

た

。

当

寺

の

信

仰

資

料

の

女

人

成

仏

血

盆

経

出

現

図

と

版

木

類

は

県

指

定

の

文

化

財

に

な

っ

て

い

ま

す

。

 

松

（

２

）

、

銀

杏

（

１

）

、

今

桜

（

２

）

、

椎

（

２

）

、

ア

カ

ガ

シ

（

２

）

、

ユ

リ

ノ

キ

（

１

）

、

樟

く

す

の

き

（

１

）

、

杉

（

１

３

）

は

保

全

樹

木

で

、

一

軒

当

り

の

保

全

樹

木

数

は

市

最

多

数

の

二

十

四

本

で

す

。

 

 

④

 

八

幡

の

井

戸

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

 
 

「

中

相

馬

七

ケ

村

（

湖

北

）

の

七

つ

井

戸

」

の

一

つ

。

大

日

井

戸

と

呼

ば

れ

、

正

月

に

は

、

こ

れ

ら

七

つ

の

井

戸

か

ら

若

水

が

汲

ま

れ

て

い

ま

し

た

。

七

つ

井

戸

は

こ

の

他

に

、

下

新

木

葺

不

合

神

社

の 

弁

天

の

井

戸

 

、

上

新

木

の 

香

取

の

井

戸

、

日

秀

の 

将

門

の

井

戸

、

中

峠

の 

桜

井

戸

、

湖

北

台

八

幡

神

社

南

の 

元

日

の

井

戸

、

湖

北

台

東

小

学

校

の 

井

戸

坂

の

井

戸

が

あ

り

ま

す

。

 
元

日

の

井

戸

 

、

井

戸

坂

の

井

戸

は

道

路

下

に

な

り

、

多

く

は

埋

没

し

た

り
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し

て

使

わ

れ

て

い

ま

せ

ん

が

、

唯

一

八

幡

の

井

戸

が

、

ポ

ン

プ

小

屋

を

造

っ

て

利

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑤

古

利

根

沼

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

年

間

を

通

じ

て

生

息

す

る

鳥

は

、

コ

ジ

ュ

ケ

イ

、

カ

ワ

セ

ミ

、

ヒ

バ

リ

、

セ

グ

ロ

セ

キ

レ

イ

、

ハ

ク

セ

キ

レ

イ

、

ヒ

ヨ

ド

リ

、

ウ

グ

イ

ス

、

ホ

オ

ジ

ロ

、

カ

ワ

ラ

ヒ

ワ

、

オ

ナ

ガ

、

ハ

シ

ボ

ソ

ガ

ラ

ス

な

ど

で

す

。

冬

の

鳥

類

で

は

コ

ガ

モ

、

ホ

シ

ハ

ジ

ロ

、

ア

カ

ハ

ラ

、

ツ

グ

ミ

、

オ

オ

バ

ン

等

、

春

に

み

ら

れ

る

鳥

は

ム

ナ

グ

ロ

、

イ

ソ

シ

ギ

、

カ

イ

ツ

ブ

リ

、

コ

ア

ジ

サ

シ

、

キ

ジ

等

で

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま

た

秋

に

は

『

寒

天

状

の

塊

が

浮

き

上

が

る

現

象

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

は

オ

オ

マ

リ

コ

ケ

ム

シ

と

い

う

コ

ケ

ム

シ

の

仲

間

の

群

体

で

す

。

１

ミ

リ

㍍

程

度

の

固

体

が

集

ま

っ

た

も

の

で

、

そ

の

固

体

は

触

手

が

あ

り

、

水

流

を

起

こ

し

て

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

を

獲

っ

て

食

べ

て

い

ま

す

』

（

＊

５

）

。

 

昔

の

利

根

川

は

、

Ｊ

Ｒ

利

根

川

鉄

橋

下

流

か

ら

大

き

く

蛇

行

し

て

中

峠

の

上

根

古

屋

の

台

地

を

直

撃

し

、

増

水

時

に

は

甚

大

な

水

害

を

も

た

ら

し

ま

し

た

。

そ

の

た

め

明

治

三

十

三

年

か

ら

二

十

年

に

亘

る

水

害

対

策

の

直

流

大

工

事

が

行

わ

れ

、

そ

の

た

め

湾

曲

部

が

取

り

残

さ

れ

て

、

大

正

九

年

（

1
9
2
0

）

に

現

古

利

根

沼

は

誕

生

し

ま

し

た

。

 

 
 

か

っ

て

江

戸

、

明

治

時

代

の

利

根

川

は

、

江

戸

を

支

え

る

物

流

の

中

心

ル

ー

ト

で

し

た

の

で

、

白

帆

の

た

な

び

く

高

瀬

船

や

外

輪

蒸

気

船

が

毎

日

何

百

艘

と

往

来

し

ま

し

た

。

こ

う

し

た

由

緒

あ

る

沼

の

自

然

を

大

切

に

守

る

「

古

利

根

と

古

利

根

の

自

然

を

守

る

会

」

 

が

平

成

十

二

年

に 

第

四

回

景

観

賞

を

受

け

ま

し

た

。

 

 

⑥

 

小

堀

お

お

ぼ

り 

 
 

古

利

根

沼

の

対

岸

に

小

堀

集

落

が

あ

り

ま

す

。

こ

こ

は

対

岸

が

絶

壁

の

上

に

森

も

あ

り

風

を

防

ぐ

た

め

、

往

来

す

る

高

瀬

船

に

と

っ

て

格

好

の

休

息

地

で

し

た

。

そ

の

た

め

風

待

ち

、

増

水

待

ち

の

停

泊

地

、

人

足

の

補

給

、

荷

分

け

し

て

輸

送

す

る

「

は

し

け

船

」

の

基

地

と

な

り

ま

し

た

。

 

順

調

な

時

は

銚

子

か

ら

丁

度

一

日

で

た

ど

り

着

く

位

置

に

あ

り

、

翌

朝

こ

こ

を

出

て

夕

刻

 

関

宿

に

着

く

と

、

翌

日

は

江

戸

川

を

下

っ

て

江

戸

の

運

河

に

入

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

 
 

 

そ

の

ほ

か

当

時

は

舶

来

技

術

品

で

あ

る

レ

ン

ガ

は

こ

こ

で

造

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

中

野

治

房

邸

屋

敷

塀

の

レ

ン

ガ

、

井

上

二

郎

が

利

根

川

沿

い

で

建

設

し

た

水

門

レ

ン

ガ

は

、

こ

こ

で

造

ら

れ

た

も

の

で

す

。

 

 

⑦

 

波

切

不

動

尊

（

波

除

不

動

と

も

言

う

）

 

 
 

不

動

様

は

古

利

根

沼

の

南

岸

に

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

土

留

さ

れ

て

崖

中

腹

に

あ

り

ま

す

。

石

碑

に

は

、

こ

の

不

動

尊

は

、

平

安

の

弘

仁

年

間

に

弘

法

大

師

が

手

賀

沼

の

草

庵

で

刻

み

、

朝

夕

に

礼

拝

し

た

と

あ

り

ま

す

。

江

戸

初

期

の

寛

永

七

年

(
1
6
3
0
)

頃

、

流

路

変

更

さ

れ

た

利

根

川

は

、

洪

水

時

に

其

れ

ま

で

以

上

に

水

嵩

が

増

し

、

城

山

の

断

崖

は

出

水

の

度

に

崩

壊

し

ま

し

た

。

こ

の

ご

本

尊

を

安

置

し

た

と

こ

ろ

、

周

り

は

崩

壊

を

続

け

ま

し

た

が

ご

本

尊

の

鎮

座

し

た

所

だ

け

は

残

り

ま

し

た

。

二

百

四

十

年

後

の

今

日

も

、

い

か

な

る

激

流

に

も

崩

壊

し

な

い

と

い

わ

れ

て 

い

ま

す

。

こ

れ

は

ご

本

尊

の

加

護

に

よ

る

も

の

と

、

以

来

波

除

不

動

尊

と

名

付

け

ら

れ

ま

し

た

。

昭

和

五

年

の

建

立

で

す

。

 



 56

 

⑧

 

中

峠

城

跡

 

（

古

く

は

芝

原

城

址

 

付

図

 

・

 

４

参

照

）

 

市

内

最

大

の

中

世

城

郭

で

す

。

崩

壊

し

て

見

分

け

し

難

く

な

っ

た

空

掘

、

土

塁

、

腰

曲

輪

な

ど

で

区

切

ら

れ

た

Ⅰ

、

Ⅱ

、

Ⅲ

郭

が

あ

り

ま

す

。

本

丸

は

西

突

端

部

の

Ⅰ

郭

に

あ

っ

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

Ⅱ

（

二

の

丸

）

、

Ⅲ

（

三

の

丸

）

郭

遺

構

の

南

半

部

は

、

近

年

の

宅

地

化

で

失

わ

れ

ま

し

た

。

土

豪

芝

原

某

の

築

城

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

法

岩

院

の

梵

鐘

銘

文

や

享

禄

五

年

(
1
5
3
2
)

～

天

正

十

七

年

(
1
5
8
9
)

間

の

記

録

に

は

、

千

葉

末

裔

河

村

出

羽

守

勝

融

公

の

名

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

そ

の

頃

に

居

城

し

、

中

峠

城

と

呼

ん

だ

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

小

田

原

城

北

条

家

の

家

臣

河

村

氏

は

（

別

の

記

録

で

は

河

村

氏

は

古

河

公

方

家

臣

の

河

村

氏

と

同

族

）

、

常

陸

佐

竹

氏

と

の

戦

い

の

前

線

に

あ

り

ま

し

た

が

、

豊

臣

・

徳

川

勢

の

関

東

進

出

で

制

覇

さ

れ

、

天

正

十

四

年

(
1
5
8
6
)

に

討

死

し

た

と

あ

り

ま

す

。

 

 

⑨

 

中

峠

上

古

墳

群

 
 

 
 

 
 

七

世

紀

前

半

の

古

墳

群

で

、

円

墳

１

０

基

が

あ

り

ま

す

。

 

 

⑩

 

順

道

塚

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

中

峠

城

落

城

に

伴

う

悲

話

が

順

道

塚

の

話

に

残

さ

れ

て

い

ま

す

。

北

条

氏

が

豊

臣

に

よ

り

滅

亡

さ

れ

た

時

、

中

峠

城

代

の

林

伊

賀

守

（

後

剃

髪

し

て

順

道

と

言

う

）

は

、

主

君

妻

子

の

先

途

を

見

届

け

て

従

士

三

十

二

人

と

共

に

自

刃

し

ま

し

た

。

 

塚

の

上

に

は

石

塔

が

建

っ

て

い

ま

す

。

四

代

将

軍

徳

川

家

綱

時

代

の

建

立

で

す

が

、

施

主

は

不

明

。

こ

の

塚

の

所

有

者

で

、

長

年

塚

を

守

っ

て

き

た

川

村

家

は

、

元

河

村

氏

の

臣

・

林

氏

と

伝

え

ら

れ

て

お

り

、

塚

に

埋

も

れ

て

い

た

素

焼

き

の

五

輪

塔

を

保

存

し

て

い

ま

す

。

ま

た

村

誌

に

よ

る

と

家

臣

の

川

村

氏

は

“

担

い

塚

”

に

寛

永

三

年

水

神

宮

石

祠

ほ

こ

ら

を

建

て

沼

に

沈

ん

だ

武

士

達

の

霊

を

慰

め

た

と

あ

り

ま

す

。

中

峠

城

の

落

城

に

関

わ

る

伝

説

は

悲

惨

で

す

。

 

 

⑪

 

中

峠

北

古

墳

群

 
 

 

七

世

紀

前

半

の

古

墳

群

で

、

円

墳

８

基

、

横

穴

式

石

室

と

石

棺

が

出

土

し

て

い

ま

す

。

 

 
 

（

２

）

 

中

里

・

古

戸

 

２-

①

 

星

野

家

長

屋

門

 

星

野

家

は

江

戸

時

代

初

期

か

ら

の

旧

家

。

長

屋

門

は

、

地

位

あ

る

家

の

象

徴

で

明

治

三

十

年

頃

作

ら

れ

た

と

言

わ

れ

ま

す

。

関

東

大

震

災

で

屋

根

瓦

が

破

損

し

た

た

め

葺

き

直

し

、

漆

喰

止

め

、

壁

は

漆

喰

で

固

め

た

ナ

マ

コ

壁

で

す

。

現

在

は

門

両

脇

を

店

舗

に

改

築

し

て

い

ま

す

が

、

本

来

は

倉

庫

と

家

屋

と

し

て

使

わ

れ

て

い

ま

し

た

。

 

 

２-

②

 

中

野

家

の

椎

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

中

野

勝

馬

氏

の

屋

敷

は

大

谷

石

の

大

き

な

塀

に

囲

ま

れ

て

い

る

が

、

門

入

口

左

側

に

幹

周

り

３

．

３

㍍

の

椎

の

大

樹

が

あ

り

ま

す

。

昔

か

ら

酒

屋

新

宅

の

椎

と

呼

ば

れ

て

親

し

ま

れ

た

大

樹

で

す

。
 

こ

の

椎

の

木

の

ほ

か

、

榎

え

の

き

が

保

全

樹

林

に

指

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

中

野

家

は

治

右

衛

門

あ

る

い

は

酒

屋

と

称

さ

れ

農

業

と

酒

造

業

を

営

む

豪

農

で

江

戸

時

代

、

代

々

旗
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本

内

藤

領

の

名

主

を

務

め

ま

し

た

。

中

野

家

は

幕

末

に

火

災

に

あ

っ

て

い

ま

す

。

明

治

二

十

七

年

日

本

博

覧

図

に

銅

版

画

で

描

か

れ

た

家

は

火

災

後

の

新

邸

で

、

景

観

ス

ケ

ッ

チ

「

現

中

野

治

房

邸

」

の

赤

レ

ン

ガ

塀

と

、

が

っ

ち

り

し

た

四

足

門

は

そ

の

当

時

の

も

の

で

す

。

 
 

 
 

 
 

中

野

治

房

は 

植

物

学

者

、

手

賀

沼

の

水

藻

の

研

究

で

理

学

博

士

と

な

り

、

東

京

帝

大

教

授

、

湖

北

村

村

長

の

要

職

に

つ

き

、

若

者

の

教

育

に

も

尽

力

し

ま

し

た

。

そ

し

て

酒

造

所

の

一

棟

を

小

学

校

の

建

設

に

使

用

し

ま

し

た

。

景

観

ス

ケ

ッ

チ

に

は

書

斎

と

右

手

の

書

蔵

が

あ

り

ま

す

が

、

博

覧

図

当

時

の

屋

敷

は

、

馬

止

め

の

玄

関

を

書

斎

に

改

造

し

、

門

右

手

に

は

大

学

退

官

後

に

書

蔵

を

造

っ

た

そ

う

で

す

。

野

口

英

世

を

後

見

し

、

東

京

歯

科

大

の

創

設

者

で

あ

る

血

脇

守

之

助

も

寄

宿

し

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

 

 

２-

③

 

鯖

大

師

と

増

田

邸

の

椎

 

鯖

大

師

は

弘

法

さ

ん

が

右

手

に

大

き

な

鯖

を

手

に

下

げ

て

立

っ

て

い

る

像

で

あ

る

。

弘

法

大

師

が

巡

錫

中

に

、

塩

鯖

を

積

ん

だ

馬

が

通

り

か

か

っ

た

の

で

、

そ

の

潮

鯖

を

乞

い

ま

し

た

が

、

馬

方

は

惜

し

ん

で

与

え

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

の

た

め

報

い

を

受

け

馬

は

病

気

に

罹

っ

た

と

い

う

話

。

こ

の

サ

バ

は

魚

で

は

な

く

、

生

飯

さ

ば

で

あ

る

と

す

る

説

も

あ

り

ま

す

。

柴

崎

の

円

福

寺

に

も

鯖

大

師

が

あ

り

ま

す

。

 

鯖

大

師

の

向

い

の

椎

は

、

枝

木

が

道

路

に

張

り

出

し

て

い

ま

す

。

“

片

町

四

郎

兵

衛

宅

の

椎

”

と

呼

ば

れ

て

愛

さ

れ

続

け

て

き

た

保

全

樹

木

で

す

。

宅

地

南

に

は

椿

の

垣

根

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

椿

の

垣

根

沿

い

の

小

道

に

入

る

と

屋

敷

を

囲

む

大

樹

林

に

圧

倒

さ

れ

ま

す

。

 

 

 

２-

④

 

中

里

一

里

塚

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

 

バ

ス

停

「

湖

北

支

所

前

」

の

脇

に

あ

り

ま

す

。

東

我

孫

子

の

向

原

一

里

塚

と

共

に

市

内

で

現

存

す

る

た

だ

二

つ

の

一

里

塚

で

す

。

中

里

の

一

里

塚

は

現

在

庚

申

等

ほ

か

の

信

仰

の

建

物

が

集

ま

っ

て

い

ま

す

が

、

東

我

孫

子

の

向

原

一

里

塚

は

元

来

の

姿

で

残

さ

れ

て

居

ま

す

。

 

全

国

主

要

街

道

の

一

里

塚

は

、

道

路

工

事

の

拡

幅

で

何

処

も

消

失

し

ま

し

た

。

 

都

内

で

は

、

国

指

定

史

跡

と

な

っ

て

い

る

北

区

西

原

と

板

橋

区

志

村

だ

け

、

千

葉

県

で

は

殆

ど

知

ら

れ

て

い

な

い

よ

う

で

す

。

 

我

孫

子

の

一

里

塚

も

国

指

定

史

跡

の

申

し

出

を

し

た

い

も

の

で

す

。

 

 

２-

⑤

 

野

守

遺

跡

 

（

付

図

 

・

 

４

参

照

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

縄

文

・

歴

史

包

含

地

で

す

。

 

最

近

の

発

掘

調

査

結

果

に

よ

る

と

、

本

遺

跡

は

古

墳

末

・

奈

良

～

平

安

の

大

型

竪

穴

建

物

が

集

中

し

て

お

り

、

畿

内

の

土

師

や

須

恵

器

が

出

土

し

て

い

ま

す

。

当

時

の

役

人

が

身

に

つ

け

た

帯

金

具

も

出

土

し

て

い

る

事

か

ら

当

時

の

郡

役

所

（

日

秀

西

遺

跡

）

で

働

く

郡

司

の

建

屋

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

道

路

遺

構

も

あ

り

ま

す

。

ま

た

相

馬

郡

家

付

近

は

平

安

時

代

に

は

常

陸

国

に

向

か

う

東

海

道

が

通

過

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

が

、

墨

書

き

土

器

の

出

土

は

、

「

相

馬

郡

於

賦

郷

」

、

「

於

賦

駅

」

が

こ

の

地

に

あ

っ

た

と

考

え

る

材

料

の

一

つ

で

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２-

⑥

 

桜

井

戸

と

東

鼻

 

（

高

橋

ス

ケ

ッ

チ

四

題

参

照

）

 

湖

北

七

つ

井

戸

の

一

つ

。

 

現

在

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

管

で

保

護

さ

れ

た

丸

井

戸

に

な

っ

て

い

ま

す

が

、

し

め

縄

が

張

ら

れ

て

保

存

さ

れ

て

い

ま

す

。

東

鼻

の

集

落

は

、

古

く

は

城

の

あ

っ

た
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と

い

う

言

伝

え

の

あ

る

と

こ

ろ

で

、

迷

路

の

よ

う

な

路

が

残

っ

て

い

ま

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２-

⑦

 

大

久

保

遺

跡

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

縄

文

前

～

中

期

、

古

墳

～

奈

良

時

代

の

住

居

跡

十

六

軒

が

あ

り

ま

す

。

八

～

九

世

紀

下

級

官

人

の

銅

製

帯

金

具

も

出

土

し

ま

す

。

 

 

２-

⑧

 

大

井

邸

の

椿

生

垣

と

椎

 
 

 
 

 
 

大

井

邸

の

生

垣

は

、

樹

齢

は

百

六

十

年

を

越

え

る

高

さ

１

．

９

㍍

、

幅

１

㍍

の

山

茶

花

と

椿

の

生

垣

で

す

。

門

入

り

口

左

に

あ

る

二

本

の

椎

古

木

は

、

幹

周

り

２

．

５

～

３

㍍

、

樹

高

９

㍍

を

越

え

る

保

全

樹

木

で

す

。

 

 

２-

⑨

 

照

妙

院

 
 

 
 

 
 

 

 
 

道

沿

い

の

ム

ク

ロ

ジ

は

、

幹

周

り

約

２

㍍

も

あ

る

大

木

で

す

。

中

国

が

原

産

地

の

落

葉

高

木

で

、

本

州

の

中

部

・

南

部

、

四

国

、

九

州

の

山

地

に

分

布

し

ま

す

。

径

２

セ

ン

チ

㍍

程

の

種

子

は

正

月

の

羽

根

突

き

用

羽

根

玉

に

使

わ

れ

て

い

ま

し

た

。

 

 

２-

⑩

 

竜

泉

寺

 
 

 
 

 

弘

法

大

師

の

開

い

た

寺

院

と

言

わ

れ

る

古

い

お

寺

で

す

。

将

門

の

乱

で

消

失

し

、

ま

た

度

重

な

る

火

災

を

受

け

て

お

り

ま

す

。

明

治

二

十

二

年

（

1
8
8
9

）

に

は

湖

北

小

学

校

の

前

身

、

湖

北

尋

常

小

学

校

が

当

院

に

開

設

さ

れ

、

湖

北

村

の

中

心

的

存

在

で

あ

り

ま

し

た

。

 

（

 

そ

の

他

 

）

 

＊

 

七

ツ

塚

・

十

三

塚

 

 
 

中

峠

中

里

に

は

七

ツ

塚

が

あ

り

ま

す

。

星

野

家

裏

の

塚

は

氏

神

稲

荷

が

祀

ら

れ

て

い

ま

す

。

星

野

家

の

伝

え

で

は

中

里

を

開

発

し

た

七

軒

の

氏

神

を

祀

っ

た

塚

と

い

わ

れ

、

中

峠

の

十

三

塚

も

芝

原

村

を

開

発

し

た

十

三

軒

の

旧

跡

で

す

。

 

 

＊

 

鹿

島

前

遺

跡

 

と 

塚

之

越

塚

 
 

（

付

図

 

・

 

４

参

照

）

 

 
 

鹿

島

前

遺

跡

は

成

田

街

道

沿

い

中

峠

台

の

一

角

に

あ

り

、

旧

石

器

時

代

後

期

の

先

土

器

後

期

旧

石

器

時

代

包

含

地

、

縄

文

・

古

代

・

歴

史

集

落

跡

が

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

 

十

二

世

紀

相

馬

御

厨

寄

進

文

書

の

南

限

を

示

す

表

現

に

、

我

孫

子

の

台

地

を

貫

く

道

路

が

あ

り

ま

す

が

、

こ

の

道

路

遺

構

と

の

関

連

性

が

生

れ

ま

し

た

。

 

遺

跡

調

査

当

時

の

地

図

に

は

、

道

路

遺

構

の

上

に

現

存

の

小

路

が

あ

り

興

味

深

い

で

す

。

出

土

品

は

永

楽

銭

が

中

心

の

い

わ

ゆ

る

〝

六

道

銭

〟

で

、

土

壙

は

室

町

末

～

江

戸

時

代

の

も

、

道

路

遺

構

は

室

町

末

期

以

前

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

塚

之

越

塚

は

、

鹿

島

前

道

路

遺

構

の

位

置

図

右

下

の

字

塚

之

越

に

あ

り

、

中

近

世

の

も

の

で

１

１

３

基

あ

り

ま

す

。

土

壙

墓

に

は

銭

貨

・

鍋

・

数

珠

・

煙

管

な

ど

の

遺

物

、

銭

貨

は

六

道

銭

で

、

永

楽

通

宝

が

多

い

こ

と

か

ら

十

五

世

紀

以

降

、

十

六

，

十

七

世

紀

の

も

の

と

さ

れ

ま

す

。

中

峠

共

同

墓

地

、

長

光

院

に

あ

る

古

石

塔

は

、

戦

乱

が

収

ま

り

よ

う

や

く

生

活

に

落

ち

着

き

を

取

り

戻

し

た

江

戸

時

代

初

期

、

寛

文

年

間

（

1
6
6
1
~
7
2

）

以

降

に

建

て

ら

れ

た

も

の

で

す

。
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（

３

）

 
 

〝

か

ま

く

ら

道

〟 

①

 

新

木

野

 

海

老

原

宅

の

タ

ブ

の

木

 

タ

ブ

の

木

は

散

策

コ

ー

ス

か

ら

少

し

離

れ

た

、

郵

便

局

入

り

口

交

差

点

右

側

に

あ

り

ま

す

。

市

が

指

定

し

た

保

全

樹

木

で

す

。

タ

ブ

の

木

は

海

に

近

い

と

こ

ろ

に

多

い

ク

ス

ノ

キ

科

の

常

緑

高

木

で

、

一

名

イ

ヌ

グ

ス

と

も

呼

び

ま

す

。

指

定

樹

木

の

中

で

は

少

な

い

種

で

す

。

 

 

②

 

新

木

（

沖

田

）

の

椎

の

木

 
 

 
 

 

新

木

駅

北

側

に

は

、

椎

の

木

の

大

屋

敷

林

が

東

西

 
数

百

㍍

に

亘

っ

て

繁

茂

し

、

楡

と

椋

ム

ク

ノ

キ

の

大

樹

も

あ

り

ま

す

。

最

も

古

い

木

は

幹

回

り

３

．

９

㍍

も

あ

り

、

高

田

三

郎

さ

ん

に

よ

る

と

明

和

年

間

に

植

え

た

も

の

で

樹

齢

二

百

年

以

上

と

の

こ

と

で

す

。

駅

を

出

て

間

も

な

い

左

手

に

は

、

田

村

利

幸

宅

氏

神

様

の

御

神

木

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

が

見

事

な

枝

振

り

を

見

せ

て

く

れ

ま

す

。

屋

敷

林

の

西

端

は

、

今

沖

レ

ン

タ

カ

ー

さ

ん

宅

付

近

で

、

そ

の

す

ば

ら

し

い

大

樹

林

は

３

５

６

線

か

ら

眺

め

ら

れ

ま

す

。

３

５

６

線

北

側

の

幼

稚

園

隣

、

新

木

野

１

丁

目

の

豊

島

氏

宅

に

も

保

全

樹

木

の

大

樹

・

槙

マ

キ

が

あ

り

、

そ

の

繁

み

は

遠

く

か

ら

目

立

ち

ま

す

。
 

 

③

 
 

葺

不

合

神

社

と

新

木

城

址

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

葺

ふ

き

不

合

あ

え

ず

神

社

本

殿

は

文

化

財

的

価

値

の

あ

る

必

見

の

社

殿

で

す

。

祭

神

は

、

鵜

葺

草

う

が

や

葺

ふ

き

不

合

あ

え

ず

の

尊

み

こ

と

で

す

。

古

事

記

や

日

本

書

紀

に

伝

わ

る

山

幸

彦

の

神

と

海

神

の

娘

豊

玉

と

よ

た

ま

姫

ひ

め

と

の

間

に

生

れ

た

神

で

、

神

武

天

皇

の

父

に

当

り

ま

す

。

山

幸

彦

が

姫

の

た

め

海

辺

に

鵜

の

羽

で

屋

根

を

葺

い

た

参

屋

を

造

ろ

う

と

し

た

と

こ

ろ

、

葺

き

終

え

ぬ

う

ち

に

生

れ

た

た

め

に

命

名

さ

れ

た

と

言

わ

れ

ま

す

。

も

と

竹

内

無

格

社

厳

島

神

社

の

境

内

で

文

治

二

年

（

1
1
8
6

）

に

創

建

さ

れ

、

市

杵

島

い

ち

き

し

ま

比

売

ひ

め

の

命

み

こ

と 

が

奉

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

 

本

殿

前

の

拝

殿

は

、

弁

天

堂

と

し

て

明

和

年

間

（

1
7
6
4

～

7
2

）

に

造

ら

れ

、

沖

田

弁

天

と

称

さ

れ

、

江

戸

時

代

は

柏

市

の

布

施

弁

天

と

並

ぶ

弁

天

信

仰

の

地

で

あ

り

ま

し

た

。

ほ

か

に

道

祖

神

、

水

神

社

等

も

見

ら

れ

ま

す

。

 
 

明

治

三

十

年

二

月

に

再

建

さ

れ

た

あ

と

、

明

治

三

十

九

年

の

合

祀

令

で

三

峰

神

社

と

共

に

現

在

の

地

に

合

祀

さ

れ

ま

し

た

。

大

工

は

新

木

村

の

田

口

末

吉

、

彫

刻

師

は

北

相

馬

郡

北

方

（

現

龍

ヶ

崎

）

の

後

藤

藤

太

郎

等

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

（

以

上

、

葺

ふ

き

不

合

あ

え

ず

神

社

パ

ン

フ

要

旨

）

。

 

本

殿

正

面

扉

は

弓

を

携

え

た

神

功

皇

后

と

平

伏

す

る

住

吉

大

神

の

木

彫

、

向

拝

柱

は

右

柱

に

亀

、

左

柱

に

八

岐

大

や

ま

た

の

お

ろ

ち

蛇

が

彫

ら

れ

て

い

ま

す

。

参

道

は

、

い

か

に

も

神

が 

鎮

座

す

る

と

思

わ

れ

る

大

樹

森

の

中

を

通

り

ま

す

。

 

銀

杏

（

２

）

は

保

存

樹

木

で

す

。

 

ま

た

神

社

向

い

の

田

口

宅

屋

敷

林

の

欅

も

市

の

保

全

樹

木

と

し

て

指

定

さ

れ

て

い

る

。

 

新

木

城

は

、

二

つ

の

小

さ

な

谷

津

に

囲

ま

れ

た

神

社

の

裏

山

の

畑

地

、

新

木

字

五

郎

地

に

あ

っ

た

と

さ

れ

、

相

馬

氏

の

臣

荒

木

三

河

守

胤

た

ね

重

し

げ

が

居

城

し

ま

し

た

。

元

和

八

年

（

1
6
2
2

）

の

則

の

り

胤

た

ね

覚

書

よ

る

と

、

相

馬

則

胤

は

新

木

の

住

人

で

、

十

四

世

紀

南

北

朝

（

鎌

倉

～

室

町

時

代

中

間

期

）

の

戦

乱

時

に

宮

方

・

武

家

方

に

分

か

れ

て

戦

い

、

そ

れ

が

た

め

に

一

族

は

途

絶

え
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と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

「

東

国

闘

戦

見

聞

私

記

」

に

は

、

三

河

守

配

下

で

あ

っ

た

田

口

内

蔵

之

助

の

戦

記

が

載

っ

て

い

る

と

云

わ

れ

ま

す

。

新

木

の

田

口

家

は

そ

の

後

裔

で

す

。

 

こ

の

よ

う

な

地

に

古

墳

時

代

後

半

・

歴

史

時

代

（

八

世

紀

後

半

～

十

世

紀

中

葉

）

の

五

郎

地

遺

跡

も

あ

り

ま

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

④

 

羽

黒

前

館

址

 
 

羽

黒

前

館

址

は

、

縄

文

・

歴

史

時

代

包

含

地

の

羽

黒

前

遺

跡

の

中

に

あ

っ

て

、

市

内

で

最

大

規

模

の

奈

良

・

平

安

時

代

の

大

集

落

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

こ

の

館

址

は

、

手

賀

沼

を

望

め

る

新

木

台

地

の

西

端

に

あ

り

、

平

成

五

～

七

年

の

発

掘

調

査

で

発

見

さ

れ

た

鎌

倉

～

室

町

時

代

の

居

館

址

で

す

。

調

査

で

は

、

二

重

の

堀

跡

、

堀

立

柱

の

建

物

跡

と

多

数

の

土

壙

が

発

見

さ

れ

、

堀

に

囲

ま

れ

た

方

形

の

館

跡

で

あ

る

こ

と

が

判

り

ま

し

た

。

ま

た

こ

の

館

址

周

辺

か

ら

は

、

墨

書

土

器

多

数

と

官

人

用

の

腰

帯

金

具

７

点

も

出

土

し

、

歴

史

的

な

遺

構

の

上

に

構

築

さ

れ

た

建

物

で

あ

る

こ

と

が

判

り

ま

し

た

。

現

在

そ

の

一

部

が

遺

跡

公

園

に

な

っ

て

い

ま

す

。

六

世

紀

後

半

の

前

方

後

円

墳

・

羽

黒

前

古

墳

は

こ

の

南

西

の

端

に

あ

り

ま

し

た

。

 

 

⑤

 

香

取

神

社

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神

社

は

大

樹

林

の

“

鎮

守

の

森

”

に

囲

ま

れ

て

い

て

、

“

か

ま

く

ら

道

”

遊

歩

道

出

入

り

口

の

目

印

に

な

っ

て

い

ま

す

。

高

生

垣

の

あ

る

農

家

、

椎

の

木

の

大

屋

敷

林

、

自

然

景

観

が

温

存

さ

れ

て

い

る

地

区

で

、

香

取

神

社

の

杉

（

１

４

）

は

市

の

保

全

樹

木

で

す

。

 

 

⑥

 

〝

か

ま

く

ら

道

〟

沿

い

の

ス

ケ

ッ

チ 

“

 

森

の

家

 

”

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

 

⑦

 

香

取

の

井

戸

と

椿

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

遊

歩

道

途

中

、

新

木

常

敷

堤

東

側

谷

津

沿

い

の

道

を

５

０

㍍

程

下

る

と

、

民

家

の

脇

に

一

辺

が

３

間

余

り

の

古

い

堀

井

戸

が

あ

り

ま

す

。

香

取

神

社

の

井

戸

で

あ

り

ま

し

た

が

、

今

は

埋

没

し

て

窪

地

に

な

っ

て

い

て

水

は

見

え

ま

せ

ん

。

周

辺

に

幹

周

り

は

約

１

㍍

も

あ

る

椿

の

古

木

が

数

本

あ

り

ま

す

。

 
 

 
 

 

⑧

 

将

門

の

井

戸

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

将

門

神

社

に

相

対

す

る

位

置

に

あ

り

ま

す

。

承

平

二

年

（

9
3
2

）

将

門

が

掘

り

軍

用

に

供

し

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

中

相

馬

七

村

毎

に

あ

っ

た

井

戸

の

一

つ

、

「

石

井

戸

」

と

も

言

う

。

近

く

の

東

斜

面

の

上

に

は

掘

込

古

墳

が

あ

り

ま

す

。

 

 

⑨

 

将

門

神

社

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

将

門

神

社

は

、

手

賀

沼

を

眼

下

見

下

ろ

す

丘

陵

に

あ

る

。

隣

接

地

に

将

門

公

園

緑

地

が

あ

る

。

 

北

側

に

あ

る

日

秀

宮

前

古

墳

は

、

古

墳

時

代

後

期

の

も

の

で

竪

穴

式

建

物

７

、

溝

１

が

確

認

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

⑩

 

将

門

の

丘

か

ら

の

手

賀

沼

干

拓

水

田

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日

秀

宮

前

古

墳

の

あ

っ

た

丘

か

ら

の

風

景

は

広

大

で

素

晴

ら

し

く

、

当

時

の

手

賀

沼

は

一
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面

に

水

を

湛

え

て

い

た

も

の

と

察

し

ま

す

。

 

 

⑪

 

千

間

堤

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

千

間

堤

は

享

保

（

1
7
1
5

年

以

降

）

の

新

田

開

発

当

時

の

名

残

。

 

手

賀

沼

を

横

断

し

て

対

岸

の

沼

南

町

布

施

明

神

下

ま

で

延

長

千

間

（

1
8
0
0

㍍

）

あ

り

ま

す

。

布

佐

浅

間

台

下

か

ら

の

堤

で

あ

る

た

め

浅

間

堤

と

も

言

い

ま

す

。

築

堤

に

私

財

を

投

じ

た

江

戸

の

 

豪

商 

高

田

友

清

の

名

を

と

り

高

田

堤

と

も

い

う

。

 

し

か

し

完

成

十

年

後

（

1
7
3
8

）

、

上

流

農

民

と

の

水

の

争

い

が

も

と

で

、

洪

水

時

に

上

流

農

民

に

よ

っ

て

千

間

堤

は

破

壊

さ

れ

た

と

も

伝

え

ら

れ

ま

す

。

 

 

⑫

 
 

日

秀

西

遺

跡

（

相

馬

郡

衙

正

倉

跡

 
 

付

図

 

・

 

４

参

照

）

 

県

立

湖

北

高

等

学

校

敷

地

に

あ

る

こ

の

遺

跡

は

、

旧

石

器

時

代

後

期

か

ら

縄

文

・

弥

生

・

古

墳

か

ら

歴

史

時

代

に

亘

る

複

合

遺

跡

で

す

。

縄

文

・

弥

生

時

代

の

住

居

跡

１

０

箇

所

、

古

墳

後

期

～

奈

良

～

平

安

時

代

の

１

８

０

に

及

ぶ

集

落

跡

と

官

衙

の

正

倉

が

発

見

さ

れ

て

い

ま

す

。

正

倉

跡

か

ら

は

当

時

の

貨

幣

、

和

銅

わ

ど

う

開

珎

か

い

ち

ん

（

銀

銭

）

、

瓦

、

多

量

の

炭

化

米

が

発

掘

さ

れ

、

役

所

跡

と

考

え

ら

れ

る

建

物

跡

か

ら

和

同

開

珎

の

銀

銭

が

発

見

さ

れ

た

こ

と

は

、

特

筆

す

べ

き

こ

と

で

す

。

ま

た

相

馬

郡

於

賦

郷

に

、

大

初

位

下

の

位

階

を

持

つ

下

級

武

官

が

存

在

し

て

い

た

と

い

う

戸

籍

記

載

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

た

め

県

下

で

初

め

て

の

郡

衙

遺

跡

と

確

認

さ

れ

、

全

国

的

に

も

重

要

な

遺

跡

と

な

り

ま

し

た

。

 

南

端

に

は

谷

津

か

ら

の

荷

揚

げ

場

が

あ

っ

た

と

想

定

で

き

る

人

為

地

形

が

あ

り

ま

す

。

 

日

秀

西

遺

跡

の

周

辺

１

．

５

キ

ロ

㍍

の

範

囲

に

は

、

チ

ア

ミ

、

野

守

、

君

作

、

兎

尻

、

羽

黒

前

、

大

久

保

、

高

根

、

原

な

ど

の

集

落

遺

跡

が

あ

り

、

下

級

官

人

の

居

住

地

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

 
 

 

 

⑬

 

諏

訪

神

社

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ

の

諏

訪

神

社

境

内

の

樹

林

は

正

木

ま

さ

き

、

樟

く

す

の

き

、

モ

ッ

コ

ク

、

白

樫

し

ら

か

し

、

藪

椿

や

ぶ

つ

ば

き

、

栂

つ

が

、

椎

な

ど

が

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

に

札

が

つ

い

て

い

て

楽

し

い

で

す

。

椎

（

ス

ダ

ジ

イ 

９

）

と

白

樫

（

２

）

は

保

全

樹

木

で

す

。

 

 

（

４

）

 

〝

か

ま

く

ら

道

〟

周

辺

地

 
 

 

①

 

竜

崖

り

ゅ

う

が

い

城

址

 

当

地

は

、

新

木

団

地

造

成

の

土

取

場

と

な

っ

た

た

め

に

山

は

す

っ

か

り

無

く

な

り

ま

し

た

。

秋

田

酒

店

の

お

か

み

の

話

で

は

、

店

の

裏

一

帯

は

、

か

っ

て

東

端

を

頂

上

と

し

た

標

高

２

０

㍍

程

の

東

西

に

伸

び

る

「

り

ゅ

う

げ

や

ま

」

が

あ

っ

て

、

周

囲

の

谷

津

の

田

や

道

を

見

渡

せ

た

と

話

し

て

く

れ

ま

し

た

。

戦

国

時

代

は

四

方

が

沼

地

の

小

島

で

あ

っ

た

た

め

、

そ

ん

な

立

地

を

選

ん

で

竜

崖

城

は

造

ら

れ

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

水

軍

拠

点

で

あ

っ

た

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。

 

“

か

ま

く

ら

道

”

は

新

堀

ビ

ジ

ネ

ス

専

門

学

校

の

西

側

の

坂

か

ら

元

気

象

送

信

所

を

横

断

し

た

後

、

こ

の

竜

崖

城

を

西

に

見

な

が

ら

江

蔵

地

に

向

っ

た

よ

う

で

す

。

 

「

古

戸

村

十

二

窓

三

本

足

稲

荷

」

に

拠

れ

ば

、

城

主

は

栗

巻

弾

正

と

言

い

、

天

慶

の

乱

（

9
3
9

）

の

時

に

守

谷

城

で

戦

死

、

留

守

役

の

弾

正

の

妻

は

家

宝

の

龍

貝

を

抱

き

「

藺

沼

」

に

入

水

し

落

城

し

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

後

の

城

主

は

、

布

佐

城

主

と

も

言

わ

れ

る

豊

島

氏

と

伝

え

ら

れ

、

出

土

品

は

豊

島

氏

の

菩

提

寺

布

川

来

見

寺

に

あ

り

ま

す

。

城

跡

か

ら

は

鎌

倉
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末

期

元

亨

二

年

（

1
3
2
2

）

の

板

碑

が

出

土

し

、

昭

和

四

十

年

頃

ま

で

は

土

塁

、

空

堀

跡

が

あ

り

ま

し

た

。

 

 
 

ま

た

古

谷

 

治

＊

６ 

に

よ

る

と

、

元

亀

・

天

正

の

間

に

田

部

主

水

と

い

う

人

が

い

て

千

葉

氏

に

属

し

て

威

勢

を

張

っ

て

い

た

が

、

天

正

十

三

年

（

1
5
8
5

）

に

牛

久

城

主

岡

見

中

務

、

布

川

城

主

豊

島

勢

に

攻

め

ら

れ

て

落

城

し

、

豊

島

氏

に

属

し

た

と

あ

り

ま

す

。

松

倉

潜

蔵

は

、

布

佐

八

景

で

竜

崖

山

を

次

の

よ

う

に

詠

っ

て

い

ま

す

。

 

竜

崖

夕

照

 
 

 

右

望

刀

寧

左

向

山

 

虬

竜

蟠

屈

夕

林

閑

 

斜

陽

未

没

芙

蓉

頂

 

残

影

移

来

松

樹

間

 

 

②

 

気

象

台

記

念

公

園

 
 

（

付

図

 

・

 

４

参

照

）

 

布

佐

気

象

観

測

所

跡

の

記

念

公

園

で

す

。

同

観

測

所

は

昭

和

十

年

以

後

の

わ

が

国

の

台

風

警

戒

前

哨

線

に

お

け

る

気

象

無

線

網

の

中

心

で

、

中

央

気

象

台

布

佐

出

張

所

 

（

気

象

庁

予

報

部

無

線

通

信

課

気

象

送

信

所

）

と

称

さ

れ

、

気

象

観

測

の

歴

史

に

残

る

施

設

で

あ

り

ま

し

た

。

園

内

に

は

縄

文

時

代

の

北

原

地

東

遺

跡

が

あ

り

ま

す

。

 

 

③

 

君

作

遺

跡

・

兎

尻

遺

跡

・

兎

尻

古

墳

 
 

当

地

は

、

宅

地

と

畑

の

広

が

る

真

栄

寺

の

裏

手

一

帯

で

、

国

道

３

５

６

北

側

に

あ

り

ま

す

。

古

墳

時

代

後

期

、

奈

良

～

平

安

時

代

の

竪

穴

建

物

、

掘

立

柱

建

物

多

数

、

溝

、

特

殊

土

坑

も

多

く

出

土

し

ま

す

。

 
 

 

④

 
 

新

木

 

の

田

口

宅

高

生

垣

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

バ

ス

停

田

口

医

院

か

ら

小

路

を

北

に

入

る

。

真

栄

寺

の

北

側

に

あ

る

農

家

三

軒

の

連

続

す

る

高

生

垣

。

第

一

回

景

観

賞

受

賞

を

受

賞

し

ま

し

た

。

生

垣

の

木

は

槙

、

白

樫

、

榊

の

百

年

を

越

え

る

古

木

で

幹

周

り

は

太

く

、

重

厚

で

す

。

生

垣

の

高

さ

は

５

㍍

を

越

え

、

そ

の

総

延

長

は

１

７

０

㍍

、

屋

敷

入

口

の

木

は

庭

木

が

加

わ

り

、

奥

ゆ

か

し

さ

さ

え

感

じ

ま

す

。

 

 

⑤

 

日

秀

観

音

と

将

門

神

社

周

辺

の

屋

敷

林

帯

 

観

音

寺

は

３

５

６

号

線

（

成

田

街

道

）

沿

い

に

あ

り

、

本

尊

の

観

世

音

菩

薩

は

平

将

門

の

守

り

本

尊

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

日

秀

観

音

は

成

田

山

新

勝

寺

の

開

帳

日

に

は

雨

を

降

ら

せ

、

地

蔵

尊

は

、

「

成

田

山

な

ど

は

知

り

ま

せ

ん

」

と

首

を

振

り

〝

首

振

り

地

蔵

〟

と

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

 
 

（

付

図

 

・

 

４

参

照

）

 

観

音

寺

の

イ

ヌ

槙

、

将

門

神

社

鎮

守

の

森

の

槙

、

ス

タ

ジ

イ

、

 

日

秀

の

増

田

宅

屋

敷

林

の

欅

．

、

高

島

宅

の

槙

、

榎

、

増

田

宅

の

ス

タ

ジ

イ

、

新

木

の

田

口

宅

の"

久

太

夫

の

か

や

の

木

"

な

ど

の

大

樹

木

は

、

保

全

樹

木

で

、

周

辺

一

帯

が

緑

豊

か

な

樹

林

帯

で

す

。

 

 

田

口

氏

宅

の

栢

か

や

の

木

は

樹

勢

が

衰

え

て

い

る

が

巨

木

で

、

幹

周

り

４

．

８

㍍

、

樹

高

約

２

０

㍍

も

あ

り

ま

す

。

田

口

久

太

夫

氏

は

新

木

城

主

の

配

下

田

口

倉

之

助

後

裔

と

い

わ

れ

ま

す

。

 

 

⑥

 
 

チ

ア

ミ

遺

跡

 
 

 

縄

文

時

代

、

古

墳

時

代

後

期

の

包

含

地

で

、

奈

良

～

平

安

時

代

の

竪

穴

建

物

、

溝

多

数

と

井

戸

、

日

秀

西

遺

跡

に

関

連

す

る

と

見

ら

れ

る

官

衙

関

連

の

遺

構

が

あ

り

ま

す

。
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